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            ブートストラップ法と予測誤差推定
                                  小 西 貞 則
 ブートストラップ法を予測誤差の推定問題に適用することによって，従来解析的アプローチが難し
かった様々た問題に対して，有効た解を与えることが可能となりつつある．このようた例として，情報
量規準AIC（Akaike（1973））に於ける対数尤度のバイアス補正，判別分析に於ける誤判別率の推定問
題を取り上げ，特に，バイアス推定の変動の一減少法について検討した．
 未知の確率分布G（κ）（g（κ））からの大きさmの無作為標本を伽とする．観測されたデータを通して
得られる情報をもとに確率分布モデルを構成し，これを！（パθ）とおく二標本ルに基づいて推定され
た一つの予測確率分布！（z lル）と，この標本を生成した確率分布との距離をKu11back－Leibler情報
量で測るとき，予測確率分布の対数尤度のバイアス
